
リスクアペタイト・フレームワーク（RAF）構築
地域金融機関向けRAFワークショップサービスの紹介

加速するRAFの導入に向けた取り組み

日本において、リスクアペタイト・フレームワーク（RAF）は、2013年9月の金融検査

方針の見直しにより大手行の検査項目に採用されたことを受けて急速に認知度が
高まっている。それまでは、大手行と一部の金融機関だけで導入が進んでいたが、
金融機関全般に広がりを見せている。日銀が2016年1月に実施したアンケート調査
（銀行・上場企業96社参加）では、「RAFを構築している」との質問に、33％が構築
している（予定・検討中を含む）と回答した。金融機関等の実に3社に1社がRAFの
導入を進めており、この流れは今後も継続すると考えられる。

RAF導入のメリット RAF導入が急がれる理由

• リスクに対する責任範囲の明確
化（説明責任の確保）

• リスクテイクによる収益機会の
追求と競争優位の確保

• リスクをコントロールした経営の
実現（想定外損失回避）

• RAFの導入および定着化まで
には長期間を要する

• 導入した後も外部環境の変化
に応じた見直しが必要

• 収益機会の逸失、予期せぬ巨
額の損失の管理は必須の事項

RAFに含まれる概念の整理

リスクキャパシティ： 組織が許容できる最大のリスク量

リスクアペタイト： 組織の目的や事業計画を達成するために、進んで
受け入れるリスクの種類・量

リスクプロファイル： 組織が現時点で保有しているリスクの種類・量

リスクキャパシティ

リスクアペタイト

リスクプロファイル

リスクプロファイルがリスクアペ
タイトの範囲内であるため更な
るリスクテイクの余地がある

リスクプロファイルがリスク
アペタイトの範囲外であ
るためリスク削減が必要



© 2017PricewaterhouseCoopers Aarata LLC. All rights reserved. 
PwC refers to the PwC Network member firms in Japan and/or their specified subsidiaries, and may sometimes refer to the PwC Network. Each member firm is a separate legal 
entity. Please see www.pwc.com/structure for further details.
This content is for general information purposes only, and should not be used as a substitute for consultation with professional advisors.

お問い合わせ

PwCあらた有限責任監査法人
〒100‐0004 東京都千代田区大手町1‐1‐1 大手町パークビルディング
ガバナンス・リスク・コンプライアンス・アドバイザリー部
E-mail : pwc.grc@jp.pwc.com

RAFに含まれる具体的構成要素（概要）

方針・手続きとの整合性確保

- 経営者による方針のレビュー

- 業務手続き及び内部統制状況の確認

- 業務におけるリスク反映方法の確認

事業戦略との紐付け

- 事業戦略実現における重要リスクの認識
（エマージングリスク等を含む）

- リスクテイク方針と収益目標との関係明確化

事業戦略

リスクアペタイト

方針と手続き

業務運営

リミット設定に基づく
事業・取引ポートフォリオの管理

ITによる業務支援
プロセス、人材、および

組織構成
データ品質管理

リスク計測/モニタリング/コントロール

リスク報告および分析・改善

組織を支える人材・スキル、評価・報酬

- 戦略と整合した評価・報酬制度

- 人員構成の最適化（スキル、
実務経験等の観点）

- 職務分掌の見直し

テクノロジーによる基盤整備

- データの完全性・正確性
確保

- 「データの一元化（single 
source of the truth）」を
実現

- アプリケーションの最適化

日常業務への組み込み

- リスク管理・コンプライアンスの日常
業務への組込み

- リスク評価・計測用モデルの構築
及び評価・計測結果の分析

- 主要リスク指標、主要業績評価指
標の報告および分析（ダッシュボー
ドの活用等）

バランスのとれたリスク管理体制の構築

- 取締役会および経営陣の適切なガバナ
ンス（委員会の責任と役割の明確化）

- 収益性・健全性・流動性のバランス確立

- リスク管理のPDCAサイクルの確立

- 経営目標との整合性・バランス

RAFの浸透に即した組織

- 目指すべき姿の定義し必要に応じ
て組織変更

- 組織変更・改革想定課題と対応策

ステップ1

RAFワークショップ

ステップ2

RAF/RASの検討

ステップ3

RAF/RASの完成

• RAFとは何か、具体
的に構築するのに何
が必要で何をするか
を理解する

• リスクアペタイト・フレー
ムワーク（RAF）、リスク
アペタイト・ステートメン
ト（RAS）を検討する

• RAFおよびRASの検討結
果を取りまとめてRAFおよ
びRASを最終化する

ゴ
ー
ル

支
援
内
容

• 主要部署を集めた
ワークショップ（1-2
日）を開催し、資料
作成から当日の
ファシリテーション
までを担当

（支援期間）
約1週間（随時訪問）

• RAFおよびRASについ
て全体、リスク別（定量
／定性）、ストレステスト
の内容を貴社とディス
カッションを通じて検討
する

（支援期間）
約3-4週間（2-3回訪問）

• RAFおよびRASについて
文書化する際の支援と文
書化した後の最終的な内
容のレビュー

• RAF/RASに関するポリ
シーの作成支援

（支援期間）
約1-2週間（随時訪問）

PwCの支援内容（RAFワークショップの実施）

PwCでは、RAFワークショップを通じた、貴社におけるRAFの認識共有、具体的な
RAF/RASの検討および最終化までを約6週間で実現できるよう支援いたします。
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